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ま
ず
、
岐
部
城
跡
に
登
っ
た
。
国
東
の
豪
族
岐
部
氏
の
砦
で
あ
る
。

海
を
渡
っ
て
く
る
敵
襲
に
備
え
た
物
見
山
的
な
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に

思
え
た
。麓
に
ペ
ト
ロ
岐
部
カ
ス
イ
の
記
念
公
園
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

岐
部
水
軍
の
末
裔
で
あ
っ
た
彼
は
、
こ
こ
か
ら
は
る
か
彼
方
の
海
の
向

こ
う
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
長
崎
・
有
馬
の
セ
ミ

リ
オ
で
学
び
、
元
和
元
年
マ
カ
オ
に
渡
り
、
イ
ン
ド
経
由
で
日
本
人
初

の
聖
地
エ
ル
サ
レ
ム
を
訪
問
、
元
和
六
年
ロ
ー
マ
に
到
着
し
、
司
祭
に

叙
階
さ
れ
た
。
同
八
年
帰
国
の
途
に
就
き
、
マ
ド
リ
ー
ド
、
リ
ス
ボ
ン
、

イ
ン
ド
、
マ
カ
オ
、
シ
ャ
ム
、
マ
ニ
ラ
等
を
経
て
、
同
七
年
ル
バ
ン
グ

島
を
出
発
し
て
薩
摩
の
坊
津
に
到
着
し
た
。
ペ
ト
ロ
岐
部
の
、
現
在
で

も
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
凄
ま
じ
い
行
程
を
可
能
に
し
た
も
の
は
何
で

あ
っ
た
の
か
。
彼
の
信
念
の
強
さ
と
行
動
力
に
は
言
葉
を
失
う
。
そ
の

後
長
崎
か
ら
東
北
に
渡
り
、
仙
台
で
捕
縛
さ
れ
、
江
戸
で
の
凄
ま
じ
い

拷
問
に
も
棄
教
せ
ず
殉
教
し
た
。
ペ
ト
ロ
岐
部
は
、
あ
の
時
代
に
、
こ

の
辺
境
の
地
か
ら
出
た
奇
跡
の
人
と
も
い
う
べ
き
偉
人
で
あ
る
。

　

有
永
邸
は
、
こ
の
地
の
大
庄
屋
で
あ
っ
た
。
豪
華
な
母
屋
、
離
れ
や

蔵
、
馬
屋
等
に
巨
石
や
松
な
ど
を
配
し
た
見
事
な
庭
を
持
つ
大
邸
宅
で

あ
る
。
耕
地
面
積
も
広
く
な
い
国
東
半
島
に
こ
れ
だ
け
の
屋
敷
を
構
え

て
い
た
と
は
驚
き
で
あ
る
。
農
業
だ
け
で
は
な
く
、
漁
業
、
交
易
な
ど

か
ら
の
財
を
得
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
だ
け
の
名
家
も
継
承
す
る

者
が
な
く
、
町
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
は
、
現
在
の
過
疎
地
の
状
況
の
縮

図
で
あ
る
。
同
じ
国
東
半
島
に
あ
る
私
の
親
族
の
有
長
家（
母
の
生
家
）

や
平
尾
家
（
姉
の
婚
家
）
も
同
じ
よ
う
な
状
況
で
あ
る
と
思
っ
た
。

　

今
回
の
史
談
会
の
研
修
旅
行
も
、
大
分
県
の
知
ら
な
い
歴
史
等
を
学

べ
、
心
に
残
る
も
の
と
な
っ
た
。
次
回
も
楽
し
み
に
し
な
が
ら
、
有
意

義
な
バ
ス
ツ
ア
ー
を
終
え
た
の
だ
っ
た
。

市
外
史
跡
探
訪

石
　
川
　
　
　
学

　

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
六
日
（
日
）、
別
府
史
談
会
市
外
史
跡
探

訪
バ
ス
ツ
ア
ー
に
三
十
四
名
で
参
加
し
た
。は
じ
め
に
杵
築
市
に
行
き
、

き
つ
き
城
下
町
資
料
館
を
見
学
し
た
。
資
料
館
は
庭
園
が
美
し
く
整
備

さ
れ
て
お
り
、
敷
石
の
代
わ
り
に
瓦
が
敷
き
詰
め
ら
れ
、
歩
き
や
す
く

な
っ
て
い
た
。
資
料
館
内
は
杵
築
城
下
の
模
型
や
貴
重
な
文
化
財
が
収

集
保
管
さ
れ
て
お
り
大
変
興
味
深
く
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
研
修

室
で
は
、
杵
築
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
の
吉
田
和
彦
さ
ん
が
、
ス

ラ
イ
ド
を
使
っ
て
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
杵
築
城
藩
主
御
殿
跡
の
解
説
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を
し
て
く
れ
た
。
講
義
の
後
、
バ
ス
に
て
、
杵
築
中
学
校
の
あ
る
発
掘

現
場
に
移
動
し
、
現
地
で
の
説
明
を
聞
い
た
。
す
ぐ
近
く
に
あ
る
杵
築

城
ま
で
徒
歩
で
移
動
し
、
城
内
に
あ
る
展
示
物
や
最
上
階
か
ら
の
眺
望

を
楽
し
ん
だ
。
資
料
館
で
は
、
展
示
物
を
観
る
の
に
時
を
忘
れ
、
最
後

に
な
る
ま
で
粘
っ
た
た
め
、
み
な
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
っ
た
。

　

今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
「
軍
師
・
官
兵
衛
」
の
主
人
公
、
黒
田
官
兵
衛

ゆ
か
り
の
安
岐
城
跡
、
富
来
城
跡
は
時
間
の
関
係
で
車
内
案
内
だ
け
で

通
り
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
が
、
国
東
市
国
見
町
岐
部
に
あ
る
国
見
ふ
る
さ

と
展
示
館
資
料
館
（
旧
有
永
邸
主お
も

屋や

）
で
は
十
分
な
見
学
時
間
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
は
国
見
出
身
の
ペ
ト
ロ
・
カ
ス
イ
神
父
記
念
公

園
に
隣
接
す
る
資
料
館
で
、
明
治
初
期
に
築
造
さ
れ
た
築
一
四
〇
年
の

庄
屋
屋
敷
の
な
か
に
ペ
ト
ロ
岐
部
カ
ス
イ
神
父
の
資
料
を
中
心
に
し
た

歴
史
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
裏
山
は
鎌
倉
時
代
に
築
城
さ
れ
た
岐

部
城
跡
で
あ
る
。
麓
に
岐
部
一
族
の
累
代
墓
が
あ
り
、
山
頂
か
ら
は
姫

島
や
周
防
灘
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

ペ
ト
ロ
岐
部
カ
ス
イ
は
父
ロ
マ
ノ
岐
部
、
母
マ
リ
ア
奈
多
と
の
間
に

生
ま
れ
、一
五
八
〇
年
（
天
正
一
五
年
）
に
こ
の
地
で
生
ま
れ
た
。「
生

ま
れ
は
日
本
の
国
、
浦
辺
で
あ
る
」
岐
部
神
父
が
、
イ
エ
ズ
ス
会
入
会

に
あ
た
り
一
六
二
〇
年
（
元
和
六
年
）
に
提
出
し
た
報
告
書
に
こ
の
よ

う
に
書
か
れ
て
い
る
。
ロ
マ
ノ
岐
部
は
城
主
、
岐
部
一
辰
の
親
戚
で
あ

り
、
家
臣
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
こ
こ
が
岐
部
神
父
の
出
身
地

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
六
三
九
年
（
寛
永
十
六
年
）、
岐
部
神
父

殉
教
の
報
を
聞
い
た
ロ
ー
マ
で
は
、
彼
を
福
者
に
と
い
う
話
が
持
ち
上

が
っ
た
が
、
禁
教
下
の
日
本
で
は
調
査
が
で
き
ず
、
岐
部
神
父
の
名
は

次
第
に
時
代
の
な
か
に
埋
も
れ
て
い
っ
た
。
彼
の
名
が
再
び
表
舞
台
に

登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
フ
ー
ベ
ル
ト
・
チ
ー

ス
リ
ク
師
の
尽
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七

年
）、
記
念
公
園
が
整
備
さ
れ
、
一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
に
は

船
越
保
武
氏
作
の
ペ
ト
ロ
岐
部
カ
ス
イ
神
父
の
像
が
建
て
ら
れ
た
。
資

料
館
で
は
こ
れ
ら
の
歴
史
を
わ
か
り
や
す
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

今
回
の
探
訪
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
大
変
よ
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
た
。
参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。


